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巻　頭　言�

　当センターが設置されて半年が経過します。この間，教職員のみな
さまの目に見えるセンターの活動として，寺 昌男先生による開設記
念講演会をこの9月に開催いたしました。テレビ会議システムを活用
して，白金，十和田，三陸，新潟と，全学から200名を超える参加者
を得，手応えのある反響も数多くいただきました。この講演会の内容
を収めたセンター刊行物の第一号が年度末には発行される見通しです。
当日参加できなかったみなさまには是非御一読ください。また，開設
当初に立ち上げた2つのプロジェクト─初年次教育とe-Learningプロジェ
クトの活動も着々と進められ，年末から年頭にかけて，初年次教育に
関する教員調査，e-Learning報告会が相次いで実施・開催の運びとなっ
ています。�
　さて，当センターが当初の重要な事業として位置づけているものに，
学生による授業評価アンケートの全学共通化があります。文部科学省
が公表した「大学における教育内容等の改革状況」（2006）によれば，
学生による授業評価を実施する大学は国公私立大学全体で691（約97％）
にのぼる一方，その結果を教育改革に反映するための組織的な取り組
みを行っていると答えた大学は285大学（約40％）にすぎません。こ
のことは，学生による授業評価がFD活動の定番メニューとなってい
るにもかかわらず，実質的なFDには結びついていないことを意味し
ています。こうした事情は本学でも同じではないかと思われます。そ
もそも学生による授業評価は，ただそれを導入しさえすれば，授業の
改善（今の授業が悪いと決めつけているわけではない）に自動的に結
びつくものではありません。教員個人が，授業評価の結果を見ながら
こつこつと授業改善を試みるには限界があります。学生の授業評価に
影響する諸要因をきちんとしたエビデンスにもとづいて整理し，学生

による授業評価が授業の改善や開発に役立つツールとして機能するた
めの仕組みや活用法を，誰かが，提示していくことが必要です。その
「誰か」の役目を負うのが当センターだと受け止めています。学生に
よる授業評価に対してはかねてから，教員側に根強い抵抗感，不信感
があるようです。学生による授業評価は，昨今では，大学教育の成果
を示すアカウンタビリティーのツールとしての側面が強調される傾向
が強く，このことも，教員の意識を学生による授業評価から遠ざける
一因となっているかもしれません。このような状況の中で「授業評価
アンケートを実施しましょう，結果が出たらお返しするので，あなた
の授業改善にお役立てください」という掛け声をかけても，教員の授
業評価に対するアレルギーはいつまでたっても払拭されず，ただ年間
何百万円ものコストが誰の益にもならないまま消えていくばかりです。�
　学生による授業評価についてしばしば耳にする言葉に「学生が，大
学での専門的な内容の授業や教員の教育力を評価することなどできな
い」というものがありますが，こうした言葉の背後には，学生は教員
の教授するものをとにかく吸収すればよいという受動的な学生観，学
習観が見え隠れします。しかし，授業をよくしていくためには，授業
の当事者である教員と学生の相互理解が必要です。現在策定中のアン
ケートでは，教員の授業開発ばかりでなく，学生の学習改善にも活用
できるようにその設計を心がけています。来年度にはそのアンケート
による予備調査を実施する見込みですが，各学部，教員各位には，是
非ともその調査への協力をお願いしたいと考えています。いずれにし
ても，学生による授業評価は本来，教育や授業に生かされるべきもの
であるというのが当センターのスタンスです。そうした初心に立ち返っ
て，授業評価のあり方をこれからも検討していきたいと考えています。�



「大学教育の再構築に向けて」�

　去る 9月 10日（月），寺 昌男氏（立教大学調査役・
東京大学名誉教授・大学教育学会長）をお迎えし，高等
教育開発センター開設記念講演会が行われました。参加
者は235名（テレビ会議システムでの聴講者を含む）と
多数にのぼりました。そのなかには，学外から来られた
方11名も含まれています。講演に先立って，柴忠義学長
と鈴木牧彦センター長の挨拶がありました。�
　さて，今回の開設記念講演会は，「大学教育の再構築に
向けて」と題されて行われました。本センターの目的は，
「本学における学士課程教育プログラムや教材の開発，及
び教育活動の継続的な改善の推進と支援により，大学教
育の充実と発展を目指すこと」にあります。そのためには，

まず本学をいかにして一つの統一体にしていくか，字義
どおりの“uni”versityにしていくかを考えなければなら
ないとして，講演のテーマとして掲げたものです。講師
である寺 昌男氏は，我々の壮大かつ抽象的な課題に対し，
経験談を交えつつ，建設的な視点を提示してくださいま
した。以下講演の概要を簡単に紹介しますが，当日聴講
できなかった方，あるいは今一度聞いてみたい方は，高
等教育開発センターのホームページから，講演の録画を
見ることもできます。＜高等教育開発センターHPトップ
→刊行物／イベント（http://www.kitasato-u.ac.jp/cdhe/�
event/index.html）＞�

　まず，「カリキュラムを考える視点」について。カリキュ
ラムを見る視点は3つある。それは「スコープ（広がり）」
と「シーケンス（順次性）」と「目標」である。カリキュ
ラム設計の基本は，広がりという横軸と順次性という縦
軸があり，それを基軸として目標に向かってどのように
組み立てるか，ということである。この視点に立ちかえっ
てカリキュラムを考えることで，立教大学における学士
課程教育の目標を従来の「教養のある専門人の育成」か
ら「専門性に立つ教養人の育成」と転換することに成功
した。�
　次に，「カリキュラムづくり＝FD（ファカルティ・ディ
ベロップメント）」という考え方である。このことは，新
しいコンセプトの下で，全学共通カリキュラム（旧一般
教育）を作成する中で気付いたことである。さらに，こ
れはFDのみならず，SD（スタッフ・ディベロップメント）

にもつながるということがいえる。カリキュラムづくり
にあたって，内容の作成は教員が行うが，それを実現さ
せるためには，職員の協力が不可欠である。それに関し
て職員から，実体験を踏まえた示唆に富む指摘がなされ，
大変に有効なものであった。�
　最後に，「大学教育の再構築」の原理の変化を冷静に見
つめる目を持つことである。ここでの重要な指摘は，学
問と大学をつなぐ原理が転換してきているということで
ある。これまでは，学問分野ごとに学部が作られ，それ
が大学教育を構築してきた。しかし，現在では学問分野
ごとではなく，社会における実際的な課題を基盤にして
作られているという。学際化したという言葉だけでは語
りきれない，大学の根幹を揺るがすような変化を，いか
に捉え，改革のダイナミクスに変えていくか。まさにこ
れからの個々の大学の姿勢が試されていく。�

北里大学高等教育開発センター開設記念講演会報告�

講演の概要�

寺 昌男氏（平成 19年 9月 10日，北里大学�
相模原キャンパスL3号館にて）�



開 設 記 念 講 演 を 聴 い て �
�

看護学部教授・高等教育開発センター運営委員　森島直彦�

　本センター開設を記念する講演会には，センターニュー
スVol.1 でお知らせした寺 昌男氏をお迎えし，「大学教
育の再構築に向けて」と題した講演をしていただきました。
講演会には各学部から多くの教職員が参集し，北里大学
における教育を今後どのように改革していくべきかを真
剣に考える時期であることへの意識の高まりを感じました。�
　寺 先生は先ず，大学における教育開発センターの必
要性について説かれ，本センターへエールを送ってくだ
さいました。つまり大学全入という「2007年問題」は今
後さらに深刻化し，それに耐えるだけの強い体質作りを
しなければならず，それを組織的に進めるためには本セ
ンターのような機関が必要であると話されました。寺
先生は，講演の副題として「カリキュラム」「学士課程総
体の目標と内容」「FD・SD」の 3つを挙げられ，順に話
を進められました。最初に私が興味を惹かれたのは，日
本でいう授業科目とアメリカでいうコース・クラスの違
いの本質は，コースは学生が学んでいく道であり，クラ
スは誰々先生の○○学に集まる学生集団であって，いず
れも学生の視点で考えているところにあり，カリキュラ
ム構築には重要なポイントであるという話でした。また，

立教大学において先生ご自身が中心になって成し遂げら
れたカリキュラム改革では，教育目標を「教養ある専門
人の育成」から「専門性に立つ教養人の育成」への転換
を提案されたことも強く印象に残りました。そして，カ
リキュラムづくりの仕事そのものが FDの一環であり，
FDを授業の改善に止まらずより広く捉えるべきである
という考え方を示されました。私の所属する看護学部では，
FD委員会の企画による教員教育研修会を，連続4年間カ
リキュラムの見直しを課題にして実施し，その成果を平
成20年度のカリキュラム改訂に結実させようとしていま
す。新カリキュラムの構築に当たって，先生のお話は看
護学部教員として大変勇気づけられるものでしたが，同
時に「学生の視点」「専門性に立つ教養人の育成」という
2つの鐘はいまも頭の中で鳴り響いています。カリキュ
ラムづくりは事務方との恊働でなければ成し得ないとい
う一言も実感できました。�
　寺 先生の講演から発信された様々な情報は，北里大
学および大学院がこれから成すべき教育改革に関わる多
くの示唆と刺激を，私たち北里大学の教職員にもたらし
たに違いありません。�

講演会に出席された方々に答えていただきましたアンケート結果を簡単にご報告します。�

回答合計：140（回収率60％）�

Q1　本講演会に参加した理由は何ですか（複数回答可）�
　　1　講演プログラムに興味があったから・・・81％�

　　2　講演者に興味があったから・・・・・・・13％�

　　3　その他・・・・・・・・・・・・・・・・  6％�

�
�
�
�
Q2　講演会はいかがでしたか�
　　1　満足のいくものだった・・・・・・・・・51％�

　　2　ほぼ満足のいくものだった・・・・・・・42％�

　　3　やや不満だった・・・・・・・・・・・・  7％�

　　4　とても不満だった・・・・・・・・・・・  0％�

アンケートのまとめ�

81%

13%

6%

51%42%

7%



セ ン タ ー 三 部 門 報 告 �

教育研究部門　部門長：小島佐恵子�

高等教育開発センターでは，三部門が密接に連携し，調査・研究→開発→情報発信→改善のサイクルを築きます。�

　現在，教育研究部門では，4月に立ち上げた「初年次
教育プロジェクト」を進行中です。本プロジェクトでは，
今年度（平成19年度）から3年間，「大学教育への早期
適応を促す初年次教育の到達目標の設定とその実現に
向けた具体的方法の検討」を行います。具体的には，1）
学生の学ぶ意欲を高め，大学の中途退学を防ぐこと，2）
学生が生き生きとした大学生活を送れるよう支援する
ことの 2つが目標です。そのために，教員の意識や各
学部のカリキュラム構成，学生の実態を把握し，そこ
から課題を析出し，教育目標の設定とその実現化のた
めの方策提案を行います。�
　今年度はまず，教員の意識調査を行います。内容は，
①現在の学生の状況，②現在，教育において課題だと

感じていること，③センターに期待したいことについ
てなどです。アンケートの詳しい内容については，プ
ロジェクト内で現在考案中です。�
　なお，この意識調査は，本プロジェクトの一環では
ありますが，初年次教育だけではなく，一般教育部と
専門学部との連携，初年次と 2年次以降の教育内容の
接続なども含まれてくるため，学士課程教育の全体を
考えるうえで，重要な基礎資料となります。アンケー
トには，現在感じておられるところを是非率直にお答
えいただければ幸いです。また，皆さんのご回答は，
集計・分析の後，センターよりフィードバックを行う
ことを予定しております。何卒ご協力をお願いいたし
ます。�

教育開発部門　部門長：藤原俊朗�
　e-Learningプロジェクトでは，皆さんの授業で，ネッ
トワークをこんなふうに使うと便利かも知れませんと
いう提案をしたいと思います。学生との連絡用にメー
リングリストを作りたいけれど，どうしたら良いか判
らない方。課題をメールで提出させたいけれど，「出した」
「受け取っていない」という事態になったらどうしよう
と心配な方。そういう方々がたくさんいらっしゃるの
ではないかと私たちは考えました。他にも，ディスカッ
ションのための掲示板を作りたいけれど…　授業のホー
ムページを作りたいけれど…　という方はいらっしゃ
いませんか？このような方々に使っていただくため，
プロジェクトではムードルというシステムを立ち上げ

て実験中です。かなり使えそうです。ご期待ください。�
　また，本学には，既にTV会議システム，遠隔講義シ
ステムが設置されています。TV会議システムは全キャ
ンパスに設置され，会議では頻繁に使われています。少
人数であれば授業にも使えると思います。また，遠隔講
義システムは相模原と十和田に設置され，大人数講義も
可能な仕様になっています。これらのシステムを広く知っ
ていただくことも我々の仕事であると考えました。�
　そこで，12月 12日に「ネットワークを使った授業支
援システムの現状とこれから」と題して，プロジェク
トの報告会を開催したいと思います。なにかとお忙し
い時期とは思いますが，ご出席いただければ幸いです。�

FD推進部門　部門長：岡野安洋�
　FD推進部門では，先頃行われました寺 昌男先生の
ご講演を小冊子にまとめるべく現在作業を進めています。
また，来年度に向けては，事業計画の重点項目ともなっ
ている，新規採用教員のための研修会の企画に本格的
に取り組む準備をしています。限られた時間の中で，
教育活動に有効なスキルを実践的に身につけるにはど
うしたらよいか，それが研修会の目標ともいえます。�
　ところで，新任教員に大学教育でどのようなスキルが
必要かと考えてみますと，いくつかの項目が挙げられま
す。まず，シラバスの書き方を身につけること。さらに，
効果のある授業とはどのような授業であるのかを知り，
そのknow-howを知ること。学生の評価はどのように行
うべきかという問題など，枚挙に暇がありません。�
　また別な大きな課題としては，学生や保護者と接す

る場合の接し方があります。学生や保護者に相談を受
けた場合，どのように対応したらよいのか，どのよう
に問題を解決したらよいのか，ということは大きな課
題となるでしょう。こうしたことには，どうしても具
体的な事例が欠かせません。それ故，日頃カウンセリ
ングをされている方，学生と直に接している教員など
の話を聞く機会を設けられたらと考えております。�
　FD推進部門のもう一つの課題は，各学部が抱えてい
るFD活動に関する問題点を全学的に共通化し，それに
解決の道筋を示していくことにあります。広報誌で現在，
各学部のFD担当責任者の方にその対応を書いていただ
いているのもその一環であります。そして，来年の2月
に予定されている講演会では，さらに具体的な，現場に
役立つ授業方法への取り組みもご紹介できると思います。�



F D へ の 取 り 組 み 　 第 2 回 �
�

獣医学部自己点検・評価委員長　小林茂樹�

　獣医学部のFD活動として，講演会と「学生による
授業評価」を実施しています。講演会は，原則として
年 2回，授業改善のみならず教育に関わる内容の講演
を学部内外の専門家に依頼して開催しています。講演後，
質疑応答時間を多めに設け，各教員の理解を深め，学
生教育に役立ててもらっています。これまでに行われ
た講演内容の一部を紹介しますと，授業改善と授業評
価の関係，授業評価と試験成績の関連性，学生指導の
ポイント，学生相談における注意点，カリキュラム改
善対策，シラバス作成のポイント，授業デザインと授
業改善，授業改善への取り組み，産学連携と大学教育
の関係，などです。�
　「学生による授業評価」は，1学期当り 1回，学生氏
名の記載は学生の自由としアンケート形式で行ってい
ます。講義に対する質問用紙には，講義についての質
問9項目と学生自身についての質問3項目の合計12の
質問項目を設け，さらに希望する教員には教員個々の
質問項目も加えられるようにし，それぞれの項目に対
して 5段階で回答用紙（マークシート）にマークして
もらっています。また，授業に対する感想・意見など
を学生が自由に記載できる欄を質問用紙の中に設け，
記載してもらっています。オムニバス形式の講義につ
いての授業評価は，その科目に係わった教員個々の授
業評価ではなく，各教員の平均として評価してもらっ
ています。実習に対する質問用紙には，実習について
の質問4項目と学生自身についての質問4項目の合計8
の質問項目を設け，希望する教員には教員個々の質問
項目も加えられるようにし，さらに実習に対する感想・

意見などを学生が自由に記載する欄を設け，講義に対
する評価と同様に評価してもらっています。実習は複
数の教員が同時に担当していることから，各教員の授
業としての評価はできないので教員全員の授業評価と
して実施しています。講義および実習についての質問
用紙と回答用紙の配付・回収は担当教員が実施し，集
計は教務課で行なっています。その集計結果と学生か
らの授業に対する感想・意見を，各教員が自己の授業
改善に役立てています。以上が，獣医学科および動物
資源科学科で実施している方法です。生物環境科学科
では JABEEに対応した教育プログラムの一環として，
対象教員，学生氏名の記載，質問項目，実施回数，質
問用紙と回答用紙の配付・回収方法，集計者および集
計結果の取り扱い，学生からの要望に対する答え方な
どについて学科独自の方法で実施しています。現在，
獣医学科と動物資源科学科における「学生による授業
評価」の実施は教員の任意によることから，委員会で
は全教員に実施することを強力に勧めています。また，
学科により実施方法が異なる点，質問内容，実施回数，
質問用紙と回答用紙の配付・回収方法，オムニバス形
式講義科目の担当教員個々の授業評価，学生からの要
望などに対する回答方法などについてさらに検討を加え，
各教員が「学生による授業評価」を授業改善に活かせ
るように改善する方針でいます。今年度，高等教育開
発センターが開設され大変心強く思っています。特に，
FD推進部門にご支援いただき，本学部のFD活動を活
発にしたいと考えています。�

シ リ ー ズ �

　FDと一口に言っても，その定義を問われればそう
簡単には答えられない。そうした基本的な概念から説
き起こして解説しているのが本書である。全体は三部
構成になっており，第1部は「FDハンドブック」で，
FDの定義や教師の役割，良い授業とは何か，シラバ
スの意味と機能，授業に対する評価など，基本的な事
項の解説が，FDの推進に努めてきた研究者によって
懇切丁寧に書かれている。第2部は「私の授業論」で，
「遺伝学」「金融論」など理科系・文化系の授業におけ
る実践的方法や工夫が書かれている。これは，自分が

担当している授業ではなくとも，啓発される点は多い。
また第2部の最後には，「よい『授業』とは何か－総論
－」というまとめがあって，個別の科目の授業を総合
的に整理し，一般化し，良い授業へのアドバイスを与
えてくれる。第3部は，「資料・解説編」で，大学設置
基準の変遷や単位制度などが解説されている。FDの
基本を知るためには絶好の参考書といえるのではないか。�

F D の た め の 必 読 書 ── 2

財団法人　大学セミナー・ハウス編『大学力を創る：FDハンドブック』�

東信堂�
2,381円�



　高等教育開発センターのセンター員で

ある小島佐恵子さんが訳者の一人として

加わった本が出版されました。『初年次

教育ハンドブック』（M.Lee Upcraft 他

著，山田礼子監訳，丸善株式会社，4,800

円）です。これは初年次教育においても

先進国であるアメリカの“Challenging & 

Supporting the First-Year Student”の翻

訳で，現在日本でも普及しつつある「初

年次教育」にとっては格好のガイドブッ

クになるのではないでしょうか。（岡野）�
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　去る 9月 4日，5日，東京都府中市のク
ロス・ウェーブ府中において，平成 19 年
度新任教員研修会が行われました。4月よ
り北里に入られた専任講師・助教・助手90
名が参加しました。初日の午前中は小林裕
志人事担当常任理事の講話に引き続き，土
持・ゲーリー・法一氏（弘前大学 21 世紀
教育センター教授）の「効果的な授業方法
について」という講演がありました。午後
は池田輝政氏（名城大学副学長）の指導の

もと，「グループワークを通した教授法の
実践的能力の開発」というテーマで，夕食
を挟んで長時間に及ぶ演習が行われ，参加
者全員がシラバスの作成方法を学び，実際
にシラバスを書いてみるという演習に向か
いました。また，演習終了後は懇親会も行
われ，柴忠義学長もお見えになり，楽しい
会となりました。�
　また二日目は，近藤裕子氏（日本ODコ
ンサルタンツ・トレーナー）により，学生

との接し方，日常生活に欠かせない社会人
としてのマナーの講習が行われました。二
日間にわたるハードなスケジュールでしたが，
今後の教育活動におおいに役立つ研修となっ
たと考えられます。また，日頃職場を異に
して顔を合わせる機会の少ない教員が，こ
うした機会に交友の輪を広げ，北里人とし
てのアイデンティティーを育めたのではな
いかと思います。�

新任教員研修会報告�

◆ 平成19年度私立大学等経常費補助金特別補助（教育・
　 学習方法等改善支援）の採択�
高等教育開発センターから申請していた「学士課程教育プログラム
の組織的継続的な改善」の事業が，日本私立学校振興・共済事業団
の特別補助対象に採択されました。�
�
◆ 平成20年度事業計画の重点項目�
高等教育開発センターの来年度事業計画の重点項目は以下のとおり
です。�
・大学教育への早期適応を促す初年次教育の到達目標とその実現に
向けた具体的な方法の検討。�
・e-Learning による授業支援システムの構築とそれを用いた授業
展開。�
・学生による授業評価アンケートの全学共通化。�
・新規採用教員研修会の企画開催を始めとするFD 活動の推進。�
�
◆ センター員の活動�
高等教育開発センターのセンター員，あるいはプロジェクトメンバー
がこの期間中に参加した主な学会等を列挙します。テーマに関心が
ある方は，資料がセンターにありますのでご連絡ください。�
・教育改革 I T フォーラム�
　 6月 15，16日：藤原，小川�
・インストラクショナルデザイン入門セミナー�
　 7月 6日，千葉：谷口�

・I T 活用教育研究方法発表会�
　 7月 7日：藤原，小川�
・東京大学大学院情報学環 ベネッセ先端教育技術学講座�
　 8月 25日：赤澤，黒澤�
・リメディアル教育学会�
　 8月 31日，9月1日，福岡：鈴木，小島，野村�
・IC T 活用教育と著作権フォーラム�
　 9月 26日：藤原�
・FD e r（ファカルティ・ディベロッパー）のためのプログラム開発講座�
　10月 6，7日：小島�
・第７回医療オープンソースソフトウェア協議会セミナー�
　10月 14日，名古屋：藤原�
・オンライン学習大学ネットワーク　設立総会，研究会�
　11月 1日，千葉：藤原�
＊特に地名の記載がない場合は，東京で開催されたものです。�
�
◆ センターの今後の予定�
・平成19年12月 12日（水）午後5時 50分より，相模原校舎L3号
館209教室にて，e-Learning プロジェクトの報告会があります。�

　詳しくは後日ポスターを掲示します。�
・平成20年 2月 25日（月）午後4時30分より，第2回講演会を相
模原校舎L3号館にて開催します。講師は安永悟氏（久留米大学
文学部教授），テーマは初年次教育に関するものを予定しています。�


